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844　　　 低立体選択性D 一ス レオ ニ ン ア ル ドラ
ーゼ と恥 5跚 勉m 輙 kurof　DC4986 由来の

　　　　　 脱炭酸酵素を用 い た （R）−2−amino −1−（3−chlorophenyl ）ethanol の 立体選択 的合成

　　　　　　　　　　　 （富山県立大 ・工 、1 ダイセ ル化学工業 （株）〉

　　 　　 　　 　　 劉　吉泉、○小谷　峰、二 階堂輝之 1、松山彰収 1、伊藤伸哉

［目的］ （R ）−2 −amino −1−（3−chlorophenyl ）ethanole ま、 種 々 の 医農薬原料 と して 重要 な化合物

で ある 。 しか し 、 現在報告 され て い る合成方法 は生 産効率の 点で 不十分 な面が あ っ た 。

そ こ で 、 簡便か つ 効率の 良い 生 産プ ロ セ ス を確立す るた め、低立体選択性D 一ス レ オ ニ ン

ア ル ドラ
ー

ゼ （D−TA ）とFHsa加 m 　f頭   rd 　DC4986 由来の 脱炭酸酵素を用 い
、 化学合成 と酵

素分割法を組み合 わせ 、 （R）
−2−amino −1−（3−chlorophenyl ）ethano1 の合 成 を試み た 。

［方法及び結果］反 応基質で あ る DL −threo−3−（3−chlorophenyl ）serine （CLPS ）は、　 m 　−chloro −

benzaldehydeとglycineを弓虫ア ル カ リ条件下 で 合成する こ とに よ り得た
。 次に 、

　 D −TA 遺伝

子 を発現 させ た大腸菌菌体 とE 衂 ノkuro働 C4986菌体 を用い る菌体反応 に よ り、30℃、

O．lmM の ピ リ ドキ サ
ー

ル ー5
「一リ ン酸 を含 む 100mM 酢酸緩衝液（pH 　55 ）の 条件下 で 、　 L−threo−

CLPS は
、 脱炭酸反応 に よ り目的の 化合物（R ）−2−amino ↓ （3−chlorophenyl ）ethano1 に 変換さ

れ 、残 っ た D −threo−CLPS は 、　 D −TA に よ り合成原料で ある m −chlorobenzaldehyde とglycineに

変換 され た 。 その 結果、（R ）−2−amino −1−（3−chlorophenyl ）ethanol が 高収率で 得 られ る と と も

に 、原料の ア ル デ ヒ ドが 回収 され た 。 生 成物は 、 種 々 の 操作 に よ り精製 し 、 高 い 光学及

び化学純度 を有す る（R ）−2−amino −1−（3−chloropheny1 ）ethanol で ある こ とが判 明 した 。

Synthesis　of （R ）−2−amino −1−（3−chlorophenyl ）ethanol 　by　enzymatic 　resolution 　with 　low−specificity　D−threo−
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845 酵素法 に よる光学活性ア セチ レ ン アル コ ール の 生 産 （5）
Noc ∂rdia　fu5c∂ AKU 　2123 によ る3−pentyn−2rol立体 反 転

反 応 に関与するNAD 依存性 2 級ア ル ：1一ル脱 水 素酵 素

O 謝勝学、小川 順、清水 昌 （京大院農 、応生 科）

［目的」光 学活性 アセ チ レ ン アル コ
ール は分 子 内 に三重 結合 と ヒ ドロ キ シル 基 を持 つ 反

応性の 高い化 合物で あ り、様 々 な 化合物の キ ラル ビル デ ィ ン グ ブッ ロ ク と して 有用 で あ

る 。 我々 は 3一ペ ン チ ン ー2 一オ ール （PYOH ）をモ デル化合物 と して 、立体反 転反応 によ り

ラ セ ミ体を光学活性体 へ と変換 す る プロ セス を報告 して い る 1）
。 本研究で は ラセ ミ体

PYOH の   一PYOH へ の 変換 に 関与する酸 化酵 素 につ い て、単離精製および諸性質の解

明を試みた 。

［方法及 び結果］ N ．　fuscaに お ける PYOH 立体反 転の 初発反応 は（5）−PYOH の

3 −pentyn−2−one へ の 立体選択的酸化で ある 。 こ の反 応 に関与する酵素の 単離精製を試

み た結果、 N．　fus‘∂の 無細 胞抽 出液可溶性画分よ りNAD 依存性 2級 アル コ
ー

ル 脱水 素酵

素 を電気泳動 的に単
一な状 態 で 得 た 。本 酵素 は種 々 の脂肪族 、 芳香族 2 級アル コ ール を

（5）一選 択 的に酸化する ととも に 、 カ ルボ ニ ル 化合物の 立体選択的還元反 応を触媒 し、

識 臘鸛 漏 鬻 熟 饑ご差II覊 體毀裡嬲結 、ラ マ
．

で あ り、そ の N末端ア ミ ノ酸配列は Rhodoco ‘cus 　etythro ρoli5由来カル ボニ ル 還元酵素、

禦 舗 i鰐慌 膿磊蠡 穆劉谿暴窶砦蘚 響
性 を示 した ・
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